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とっとり県議会だより

県
政
運
営
の
基
本
姿
勢

問
新
政
権
と
な
り
局
面
に
合
わ
せ
た

ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
図
っ
て
い
く
時
だ
。

県
民
の
納
得
と
共
感
を
得
な
が
ら
ど
の

よ
う
な
県
政
運
営
に
あ
た
る
の
か
。

答
コ
ロ
ナ
を
克
服
す
る
こ
と
が
こ
の

16
か
月
予
算
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
費
や
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
２
兆
円
を
要
望
し
た
。
事
業
者
対
策

や
観
光
対
策
に
取
り
組
み
、
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想（
※
）を
進
め
る
。

人
材
育
成
に
も
取
り
組
み
た
い
。

問
県
民
の
命
を
守
る
た
め
の
医
療
提

供
の
再
構
築
は
。

答
検
査
や
医
療
提
供
の
体
制
を
し
っ

か
り
と
整
え
て
お
く
こ
と
に
尽
き
る
。

鳥
取
方
式
の
成
功
体
験
に
基
づ
き
、
対

鹿
島
　
功 
議
員

選
挙
区

 

西
伯
郡

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

問
昨
年
５
月
、
農
水
省
は
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
策
定
。
県
と
し

て
国
の
戦
略
に
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ

る
の
か
。
ま
た
、
二
十
世
紀
梨
や
米
に

つ
い
て
も
農
家
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る

安
定
化
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
１
千
億
円
達
成
プ
ラ
ン
を
軸
に
、

意
欲
的
に
生
産
振
興
を
図
っ
て
い
る
。

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
加
工
品
で
、
本
県
が
全

国
で
唯
一
そ
の
認
定
者
に
な
っ
た
。
ま

た
、
二
十
世
紀
梨
は
霜
対
策
助
成
な
ど

の
振
興
策
を
強
化
。
米
は
、
主
食
用
米

か
ら
飼
料
用
米
等
へ
の
シ
フ
ト
を
図

り
、
他
の
作
物
へ
の
転
作
支
援
策
を
考

え
て
い
る
。
国
の
詳
細
を
見
な
が
ら
臨

機
応
変
に
対
応
し
要
望
し
て
い
く
。

問
４
車
線
化
と
延
伸
に
つ
い
て
は
、

一
歩
で
も
議
論
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
今
後
の
見
通
し
や
県
の
取
組
状
況

は
。

答
米
子
～
境
港
延
伸
に
つ
い
て
は
、

協
議
会
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

今
後
国
に
要
望
す
る
。
着
実
に
進
ん
で

き
て
い
る
と
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

問
車
の
運
転
が
生
活
に
欠
か
せ
な
い

県
民
に
、
安
心
・
安
全
が
担
保
さ
れ
る

社
会
と
す
る
に
は
。

答
（
警
察
本
部
長
）
県
警
察
は
、
訪

問
活
動
に
よ
る
高
齢
者
へ
の
交
通
安
全

指
導
や
講
習
を
実
施
。
免
許
セ
ン
タ
ー

に
医
療
系
専
門
職
員
を
相
談
員
と
し
て

配
置
し
、
認
知
症
な
ど
の
早
期
発
見
と

自
主
返
納
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
令

和
４
年
５
月
か
ら
75
歳
以
上
で
違
反
歴

が
あ
る
運
転
者
は
、
免
許
証
更
新
時
の

運
転
技
能
検
査
、
お
よ
び
安
全
運
転
サ

ポ
ー
ト
車
な
ど
に
限
定
し
て
申
請
す
る

制
度
が
設
け
ら
れ
る
。

問
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
多
様
な
働
き
方

が
現
実
化
し
て
き
た
今
こ
そ
、
だ
れ
も

が
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
で
き
る
環
境

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
昨
年
６
月
に
育
児
・
介
護
休
業
法

が
改
正
さ
れ
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
新

制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
育
児
休
業
を

取
得
し
た
企
業
へ
の
助
成
金
の
制
度
が

あ
る
。
ま
た
、
男
性
の
看
護
休
暇
制
度

を
企
業
で
も
設
け
る
た
め
の
促
進
措
置

を
新
年
度
予
算
で
検
討
し
た
い
。

問
拉
致
問
題
と
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
つ

い
て
、強
い
姿
勢
で
対
応
し
て
ほ
し
い
。

答
拉
致
問
題
は
国
連
も
認
め
る
人
権

侵
害
だ
。
政
府
は
国
際
社
会
と
協
調
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
。
ま
た
ミ
サ

イ
ル
に
つ
い
て
は
、
全
国
知
事
会
長
と

し
て
北
朝
鮮
に
抗
議
を
し
た
。

応
を
徹
底
す
る
。
ベ
ッ
ド
を
８
床
増
の

３
４
５
床
確
保
で
き
た
。
国
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
在
り
方
に
臨
機
応
変
に
対
応

す
る
。

問
持
続
的
に
企
業
が
事
業
継
続
す
る

た
め
の
取
組
は
。

答
危
機
突
破
応
援
補
助
金
を
皮
切
り

に
経
営
の
多
角
化
や
事
業
転
換
の
助
成

制
度
な
ど
を
随
時
打
ち
出
し
た
。
非
接

触
型
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
て
、
企

業
を
支
援
し
、
今
後
も
成
長
し
て
い
け

る
土
台
づ
く
り
を
図
る
。

問
本
県
は
第
５
波
の
難
局
を
一
致
団

結
し
て
乗
り
越
え
た
。
今
後
も
県
職
員

の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進

を
図
り
、
機
動
的
で
柔
軟
な
組
織
運
営

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
方
式
で
対

策
を
展
開
し
て
き
た
。
経
験
者
に
は
即

戦
力
で
応
援
に
入
っ
て
も
ら
い
、
専
門

性
を
高
め
る
た
め
の
研
修
を
行
う
。
ま

た
専
門
職
員
の
前
倒
し
採
用
を
考
え
て

い
る
。小
さ
い
組
織
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

大
き
な
人
口
規
模
の
自
治
体
で
は
で
き

な
い
総
力
戦
で
向
か
っ
て
い
く
体
制
づ

く
り
が
重
要
だ
。

米
子
道
の
４
車
線
化
と
延
伸

高
齢
者
の
運
転
免
許
対
策

子
育
て
王
国
と
っ
と
り
の
充
実

北
朝
鮮
問
題

鳥
取
版
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
策

（※）デジタル田園都市国家構想…�新政権が掲げる構想で、デジタル化を進めて地方と都市の格差を解消し地域活性化を目指
すもの。

一
般
質
問

代
表
質
問

令
和
２
年
度
決
算
認
定

議
会
改
革
ほ
か

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果


